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金沢美術工芸大学の創造力を、
あなたの事業にお役立てください。

金沢美術工芸大学では、社会共創センターを拠点に、
広く企業や研究機関・公共団体などとの連携活動を
推進しています。

商品の企画・開発にデザインを利用したい
CI・ブランド開発にデザインを活用したい
マーケティングにデザインを活用したい
店舗・施設の開発にデザインを活用したい
伝統工芸の専門技術を商品開発に活用したい
美術（芸術）分野の専門知識を商品開発に活用したい
店舗・施設・オフィス等の空間にアートを取り入れたい

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　美術・工芸・デザインから芸術学まで、本学に蓄積された
有形無形の資産をベースに、気鋭のプロフェッショナル達が
ハイレベルの研究活動を推進します。
　本学の教員は、それぞれが独立したプロの作家、デザイナー、
研究者です。活躍する分野はもちろん、年齢、経歴、ネットワー
クも様々な人材が、才能にあふれる学生たちとともに連携事
業の研究活動を推進します。

　以下のような、求められる課題や相談に対し、よりよき成
果をめざして、確かな体制と綿密なプロセスをベースに研究
を進めています。

活動の流れ
FLOW

活動領域
FIELD

美術系
　日本画 / 油画 / 彫刻 / 芸術学 / 映像

デザイン系
　ホリスティックデザイン
　インダストリアルデザイン

工芸系
　陶磁 / 漆・木工 / 鋳金・彫鍛金 / 染・織

専門領域分野
　ヴィジュアルコミュニケーション
　広告デザイン
　サインデザイン
　映像・メディアデザイン
　Web デザイン
　パッケージデザイン
　ユニバーサルデザイン
　UI・UX デザイン
　ビジョンデザイン
　モビリティデザイン
　家具デザイン
　家電・日用品デザイン
　都市計画デザイン
　建築デザイン
　インテリアデザイン
　ディスプレイデザイン
　ランドスケープデザイン

　ファッションデザイン
　テキスタイルデザイン
　陶芸
　漆芸
　木工
　彫鍛金
　鋳金
　染織
　モニュメント
　壁画
　材料・修復

5. 研究完了 （研究完了時に研究成果を報告）

研究成果報告書の作成 特許等の出願 契約等の締結

4. 研究実施 （テーマや規模に応じて、本学独自の体制研究を推進）

事例に応じた研究内容をご用意できます。

オリエンテーション 調査

試作 製品化 等

研究 デザイン制作 等 プレゼンテーション

3. 契約締結 （本学の研究委託契約書に基づいて締結）

知的財産権の取扱い 研究成果の公表時期 機密保持に関する取り決め等

2. 見積もり （研究計画に基づいて概算）

経費明細 支払条件等

1. 打ち合わせ （研究内容について事前の打合わせ）

その他事務手続き 等

研究目的 研究体制 研究方法 研究期間 研究予算 研究成果予測

人に夢を。
地域に活力を。
ビジネスに未来を。

　金沢美術工芸大学は社会貢献を、教
育と研究に並ぶ大学の使命と位置づけ、
地域連携・産学連携を通して積極的に
社会貢献を行います。

本学の持つ美術・工芸・デザイン分
野の知識や技術、社会連携で得られ
た成果を、広く社会に還元します。

地域の産業と積極的に連携を図り、
地域社会の活性化に貢献します。

社会との連携活動を体験すること
で、より実践的に社会に寄与できる
人材を育成します。

1.

2.

3.

　テーマの規模や内容、状況に応じて、
様々な研究方法・スタイルを準備して
います。詳細はお問い合わせください。

　他大学・研究機関とのパートナー
シップを深め、実現性の高いハイクラ
スの研究を推進します。

■研究制度

［共同研究］
企業や教育機関より研究者・研究経費等
を受け入れ、共通の課題について対等な
立場で研究を行う制度

［受託研究］
企業等から委託を受け、委託者の負担す
る経費で研究を行い、その成果を委託者
に報告する制度

■研究体制

［授業導入型］
学生の教育に有効なテーマを授業の一部
として研究を推進。
近未来のビジョン・アドバンスデザイン
の研究成果が期待できます。

［プロジェクト型（課外活動型）］
教員の指導により研究を推進。
学生の新しい視点での発想、現実性の高
い成果が期待できます。

［プロフェッショナル型］
教員との研究。ハイレベルで実践的な
研究成果が期待できます。

活動体制
SYSTEM

社会連携
NETWORKPOLICY

理念

社会共創センター

金沢美術工芸大学

共同研究
委託研究

情報提供
情報交流

地域連携
部門

産学連携
部門

知財管理
部門

各種連携機関

各種法人
財団

産業界 行政機関

公共団体
教育・

研究機関

3

金沢美術工芸大学の創造力を、
あなたの事業にお役立てください。

金沢美術工芸大学では、社会共創センターを拠点に、
広く企業や研究機関・公共団体などとの連携活動を
推進しています。

商品の企画・開発にデザインを利用したい
CI・ブランド開発にデザインを活用したい
マーケティングにデザインを活用したい
店舗・施設の開発にデザインを活用したい
伝統工芸の専門技術を商品開発に活用したい
美術（芸術）分野の専門知識を商品開発に活用したい
店舗・施設・オフィス等の空間にアートを取り入れたい

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　美術・工芸・デザインから芸術学まで、本学に蓄積された
有形無形の資産をベースに、気鋭のプロフェッショナル達が
ハイレベルの研究活動を推進します。
　本学の教員は、それぞれが独立したプロの作家、デザイナー、
研究者です。活躍する分野はもちろん、年齢、経歴、ネットワー
クも様々な人材が、才能にあふれる学生たちとともに連携事
業の研究活動を推進します。

　以下のような、求められる課題や相談に対し、よりよき成
果をめざして、確かな体制と綿密なプロセスをベースに研究
を進めています。

活動の流れ
FLOW

活動領域
FIELD

美術系
　日本画 / 油画 / 彫刻 / 芸術学 / 映像

デザイン系
　ホリスティックデザイン
　インダストリアルデザイン

工芸系
　陶磁 / 漆・木工 / 鋳金・彫鍛金 / 染・織

専門領域分野
　ヴィジュアルコミュニケーション
　広告デザイン
　サインデザイン
　映像・メディアデザイン
　Web デザイン
　パッケージデザイン
　ユニバーサルデザイン
　UI・UX デザイン
　ビジョンデザイン
　モビリティデザイン
　家具デザイン
　家電・日用品デザイン
　都市計画デザイン
　建築デザイン
　インテリアデザイン
　ディスプレイデザイン
　ランドスケープデザイン

　ファッションデザイン
　テキスタイルデザイン
　陶芸
　漆芸
　木工
　彫鍛金
　鋳金
　染織
　モニュメント
　壁画
　材料・修復

5. 研究完了 （研究完了時に研究成果を報告）

研究成果報告書の作成 特許等の出願 契約等の締結

4. 研究実施 （テーマや規模に応じて、本学独自の体制研究を推進）

事例に応じた研究内容をご用意できます。

オリエンテーション 調査

試作 製品化 等

研究 デザイン制作 等 プレゼンテーション

3. 契約締結 （本学の研究委託契約書に基づいて締結）

知的財産権の取扱い 研究成果の公表時期 機密保持に関する取り決め等

2. 見積もり （研究計画に基づいて概算）

経費明細 支払条件等

1. 打ち合わせ （研究内容について事前の打合わせ）

その他事務手続き 等

研究目的 研究体制 研究方法 研究期間 研究予算 研究成果予測

人に夢を。
地域に活力を。
ビジネスに未来を。

　金沢美術工芸大学は社会貢献を、教
育と研究に並ぶ大学の使命と位置づけ、
地域連携・産学連携を通して積極的に
社会貢献を行います。

本学の持つ美術・工芸・デザイン分
野の知識や技術、社会連携で得られ
た成果を、広く社会に還元します。

地域の産業と積極的に連携を図り、
地域社会の活性化に貢献します。

社会との連携活動を体験すること
で、より実践的に社会に寄与できる
人材を育成します。

1.

2.

3.

　テーマの規模や内容、状況に応じて、
様々な研究方法・スタイルを準備して
います。詳細はお問い合わせください。

　他大学・研究機関とのパートナー
シップを深め、実現性の高いハイクラ
スの研究を推進します。

■研究制度

［共同研究］
企業や教育機関より研究者・研究経費等
を受け入れ、共通の課題について対等な
立場で研究を行う制度

［受託研究］
企業等から委託を受け、委託者の負担す
る経費で研究を行い、その成果を委託者
に報告する制度

■研究体制

［授業導入型］
学生の教育に有効なテーマを授業の一部
として研究を推進。
近未来のビジョン・アドバンスデザイン
の研究成果が期待できます。

［プロジェクト型（課外活動型）］
教員の指導により研究を推進。
学生の新しい視点での発想、現実性の高
い成果が期待できます。

［プロフェッショナル型］
教員との研究。ハイレベルで実践的な
研究成果が期待できます。

活動体制
SYSTEM

社会連携
NETWORKPOLICY

理念

社会共創センター

金沢美術工芸大学

共同研究
委託研究

情報提供
情報交流

地域連携
部門

産学連携
部門

知財管理
部門

各種連携機関

各種法人
財団

産業界 行政機関

公共団体
教育・

研究機関

2



大学連携地域力創造プロジェクト

木の文化都市・金沢ロゴマーク制作

金沢市立病院の再整備に向けた空間デザイン検討事業

金沢ふらっとバス車両デザイン

穏⽥神社授与品（お守り）のデザイン 

問屋町活性化事業

第 37 回 JAPAN TENT に係る T シャツ及び広報物のデザイン

石川県立図書館トートバッグのデザイン作成

第 38 回 金沢刑務所 矯正展

橋場町バス停の行き先案内サイン

たべまっし野菜 350　ロゴ / POP のデザイン

ごみの減量化・資源化への取組を推進する認定マーク
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金沢 JAZZ STREET 2024 メインビジュアル作成202  6

庁舎前デジタルサイネージに表示する時報コンテンツの制作203  7

金沢マラソン 2024　完走メダルのデザイン作成204 8

児童館フェスティバル　文化・芸術ワークショップ
「おばけたちから世界をまもれ！～自分だけのヒーローライトを作ろう～」
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ホスピタリティアート・プロジェクト　第 34 回
光の回廊シリーズ 14『おいしい能登』　作品展示・ワークショップ
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ホスピタリティアート・プロジェクト　第 35 回
第 13 回　ホスピタルギャラリー

208
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まちの格を高める広告物調査206 10
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［委託者名］

金沢市広報広聴課

［期間］

2024 年 4 月～ 12 月

［研究体制］

プロジェクト型

［担当教員］

寺井　剛敏　  教授

下浜　臨太郎  非常勤講師 

庁
舎
前
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
に
表
示
す
る

時
報
コ
ン
テ
ン
ツ
の
制
作

［参加学生］

鹿島　佑和
垣内　宥人
菅野　なな江
鈴木　望夏
辻ノ上　真綾
鳥井　菜七子
中尾　涼夏
西村　菜子

ホリスティックデザイン専攻2年

ホリスティックデザイン専攻2年

ホリスティックデザイン専攻2年

ホリスティックデザイン専攻2年

ホリスティックデザイン専攻2年

ホリスティックデザイン専攻2年

ホリスティックデザイン専攻2年

ホリスティックデザイン専攻2年

［開発日程］

2024 年

6 月～ 10 月
10 月 24 日
10 月 25 日

講義及び制作期間
プレゼン　市長同席
10:00 より本放映開始

デザイン科
ホリスティックデザイン専攻

デザイン科
ホリスティックデザイン専攻

203　金沢市では、庁舎前広場のデジタルサイネージに
て、平成 30 年度から時刻を知らせる動画コンテンツ
「かなざわ時計」を表示している。今年度で 7年目と
なる「かなざわ時計」は、金沢美術工芸大学デザイン
科ホリスティックデザイン専攻の 2年生 8名が、「映
像テクニック」の授業課題として制作に取り組んだ。
10 月 25 日からの放映開始にあたり、試写会を開催し、
村山市長が制作に携わった学生たちと交流をおこなっ
た。現在、「かなざわ時計」は 1日 8回、毎正時（10:00
～ 17:00）に表示されている。

市長挨拶 学生作品上映 学生作品上映 取材を受ける学生
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202
金
沢JAZZ STREET 2024

　
メ
イ
ン
ビ
ジ
ュ
ア
ル
作
成

　第 15 回目を迎える「金沢 JAZZ STREET 2024」で
は、初めて金沢美術工芸大学と連携し、視覚デザイン
専攻 4 年生の橋本珠くさんのデザインが採用された。
デザインコンセプトは「金沢のみんなで奏でるジャ
ズ」。学生からプロまで幅広い人々が集い、ジャズを
演奏するこのイベントの魅力を表現するため、サック
スを持った女の子を中心に、さまざまな楽器を演奏す
る多様な年代・性別の人々が描かれていて、誰もがイ
ベントの活気を感じられるデザインとなっている。今
回のメインビジュアルは好評を博し、次年度の制作依
頼も決定している。

［委託者名］

金沢市文化政策課

［期間］

2024 年 3月～ 2025 年 3月

［研究体制］

プロジェクト型

［担当教員］

寺井　剛敏　教授

［参加学生］

橋本　珠く
角田　大輔
山本　彩香
北　恭輔

［開発日程］

2024 年

4 月 17 日

4 月 18 日

4 月 23 日

視覚デザイン専攻 4 年

視覚デザイン専攻 4 年

視覚デザイン専攻 4 年

視覚デザイン専攻 3 年

市役所にてオリエンテー
ション
金沢時計で候補学生画像
を市役所へ
学生 4 名へオリエンテー
ション

5 月 7 日
5 月 7 日

5 月中旬

5 月 28 日

データ提出
学 内 学 生 4 名 か ら 4 案
を市役所へ
＝橋本の案で決定
メインビジュアルデータ
作成
市長報告 記者発表

デザイン科
ホリスティックデザイン専攻

メインビジュアル

市長報告

市長報告

市長報告
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205
「
お
ば
け
た
ち
か
ら
世
界
を
ま
も
れ
！

　
　
　
　
～
自
分
だ
け
の
ヒ
ー
ロ
ー
ラ
イ
ト
を
作
ろ
う
～
」

児
童
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
文
化
・
芸
術
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　昨年度に引き続いて、金沢市子育て支援課が主催す
る第 41 回児童館フェスティバル（於：金沢市民芸術村）
の一環として、ドラマ工房で、学生団体「ワークショッ
プ部ちきゅう」のメンバーが子どもたちを対象とした
ワークショップを開催した。このフェスティバルでは
例年複数の児童館の子どもたちが日頃の活動成果を披
露したり、児童館厚生員によるワークショップなどが
行われている。
　本学からは「おばけたちから世界をまもれ！～自分
だけのヒーローライトを作ろう～」と題して、ヒーロー
ライトを制作するワークショップを行った。子どもた
ちは自分の思い描くヒーローや好きなキャラクターを

［委託者名］

金沢市子育て支援課

［期間］

2024 年 5月～ 11 月

［研究体制］

プロジェクト型

［担当教員］

桑村　佐和子　教授

［参加学生］

田中　菜々美
松田　有加
松岡　千冬
堀田　陽生
上野　香絵
尾松　春妃
三原　初子
 

芸術学専攻 2 年

芸術学専攻 2 年

油画専攻 2 年

ホリスティックデザイン専攻 2 年

ホリスティックデザイン専攻 2 年

彫刻専攻 1 年

芸術学専攻 1 年

［開発日程］

2024 年

5 月 22 日

7 月 31 日

10 月 13 日

子育て支援課からの依頼
説明
ドラマ工房ディレクター
+ 子育て支援課との打ち
合わせ
児童館フェスティバル

（当日）

ラップに描き、紙コップと合わせてライトを作った。
そのライトをスクリーンに向け、スクリーンに映し出
されたおばけたちと闘った。おばけたちは学生がオリ
ジナルで制作したものである。子供たちは自分の描い
た絵が浮かび上がることを楽しんでいる様子だった。
1 日のみの開催となったが、保護者を含めて 655 名と
いう多くの来場者で賑わった。

自分で作ったヒーローライトでおばけを倒す子どもたち

会場入口 会場風景 ヒーローライトを確認している学生と、
参加児童たち

一般教育等

9
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金
沢
マ
ラ
ソ
ン2024

完
走
メ
ダ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
作
成

　今年で第 10 回となる金沢マラソン 2024 だが、そ
の完走者に配布される記念のメダルデザインも 10 年
連続で本学の学生が手がけることとなった。統一感の
あるアートディレクションや参加者をもてなす高いレ
ベルのホスピタリティから、今年の参加者は一段と増
加しており、本メダルも大会を象徴する目玉の一つと
して高い期待が寄せられている。
　今年は「MOVE FORWARD AS ONE.」をテーマに、
12 名の学生がそれぞれユニークなデザインを提出し
た。選定に進んだ 4 案の中から、出走前のランナー
の脚が並んだ様子をモチーフに、大会の高揚感や一体
感を表現した川本さんの案が最終案として採用され、

［委託者名］

金沢マラソン組織委員会

［期間］

2024 年 6月～ 2025 年 3月

［研究体制］

プロジェクト型

［担当教員］

矢島　幹生　講師

［参加学生］

稲葉　紀乃
畝野　遥
岡　璃雄
川﨑　卓
川本　亜花
菊地　哉太
栗原　優佳
多田　千尋
戸塚　昴
西田　恵美里
福田　結菜
山西　優心

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

［開発日程］

2024 年

4 月 24 日

4 月 30 日
5 月 31 日
6 月 6 日

6 月 10 日
7 月 5 日
8 月 6 日

10 月 4 日

オリエンテーション
概要、デザイン条件等説明
アイデアミーティング
アイデア発表会
アイデア選考 
4 案に絞る
最終案の決定報告
メダルモック確認
バーチャルメダルデータ
提出
市長へのメダル完成報告・
記者発表

マラソン大会開催 
14,003 人の完走者に配布

10 月 27 日

2024 年 10 月 27 日の大会当日には、全国各地や海外
から訪れたランナーのうち 14,000 名あまりの完走者
が完走の喜びと共にこのメダルを手にすることとなっ
た。選定に残った 3 案はオンラインマラソンのバー
チャルメダルとして参加者に配信された。

提出案の形状を比較検討 デザインが採用された川本さんによる
市長への完成報告・記者発表

大会当日のメダル配布の様子 オンライン大会のバーチャルメダル 3 種

デザイン科
インダストリアルデザイン専攻
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207　ホスピタリティアート・プロジェクト（HAP）は、
金沢市立病院と金沢美術工芸大学との連携により、医
療分野におけるアートの潜在的な可能性を探求する事
を目的とした研究である。プロジェクト第 34 回の企
画となる、光の回廊シリーズ 14 は「おいしい能登」
と題し実施された。病院待合ホールに面した大ガラス
に患者、医療関係者、本学学生の恊働によりステンド
グラス風の装飾を施されるこのワークショップ・展示
企画は、2009 年に第 1 回企画が実施されて以来、本
学と市立病院の連携により継続されている。医療環境
におけるコミュニケーションのあり方を提示し、そこ
に創出される彩りの空間は通院・入院患者、医療関係

［委託者名］

金沢市立病院

［期間］

2024 年 5月～ 2025 年 3月

病院内制作
2024 年 8月 25 日～ 27 日

ワークショップ
2024 年 8月 27 日 13:00 ～ 16:00

病院内展示
2024 年 8月 27 日～ 9月 19 日

［研究体制］

プロジェクト型

［担当教員］

三浦　賢治　教授

岩崎　純　　教授

［協力］

横川　善正　金沢美術工芸大学名誉教授
　　　　　　　　（HAP 顧問）

［参加学生］

小村　かのこ
富士原　芽依
井上　英海
岩尾　琉花
淺野　菜月
小田　萌乃
田中　愛涼

田中　菜々美
松田　有加
高橋　友香

［開発日程］

2024 年

7 月 1 日

7 月 19 日

7 月 23 日

7 月 25 日
8 月 5 日～ 6 日
8 月 20 日～ 23 日

大学院 絵画専攻１年

大学院 絵画専攻１年

油画専攻 2 年

油画専攻 2 年

油画専攻１年

油画専攻 1 年

油画専攻 1 年

芸術学専攻２年

芸術学専攻２年

芸術学専攻１年

HAP 説明会
第 1 回企画会議
第 2 回企画会議

（テーマ会議）

第 3 回企画会議
（図案持ち寄り、選出）

消耗品発注
大学での制作、下準備
　　脚立等の備品を病院
　　に搬入（展示撤収用）

者の日常に癒しの効果を与えている。このプロジェク
トは、病院関係者のみならず、周辺地域にも受け入れ
られている。
　本学での図案会議・下準備に始まり、病院内でのワー
クショップ・展示・撤収に至るまで、無事に終えるこ
とができた。

学内での制作 病院での制作 ワークショップ 会場風景

　　美術科 油画専攻
ホスピタリティアート・コーディネーター

　　美術科 油画専攻
ホスピタリティアート・コーディネーター

光
の
回
廊
シ
リ
ー
ズ
14 『
お
い
し
い
能
登
』

作
品
展
示
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

8 月 24 日
8 月 25 日

8 月 26 日

8 月 27 日

9 月 19 日

作業足場設置（業者委託）

9:45 ～ 17:00
市立病院での設営、制作
ガラス保護シート張り替
え、カラーセロハンによ
る大ガラスの装飾開始
9:30 ～ 17:00
市立病院での制作
9:30 ～ 17:00
市立病院での制作
13:00 ～ 16:00
ワークショップを経て完成、
9 月 19 日まで展示
15:00 ～
撤収（セロハン・ガラス保護

シート剥がし、資材搬出）

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ア
ー
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
第
34
回
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ま
ち
の
格
を
高
め
る
広
告
物
調
査

　昨年に引き続き、街に設置された看板にフォーカス
し、歴史的な側面、伝統的な素材、技法、意匠を検証
し、景観形成に貢献するためのアイデアと具体的な展
開を盛り込んだ事業計画を進めた。
　本年度は、大幅に参加学生を増やし総勢 9 名のホ
リスティックデザイン専攻の学生がプロジェクトに参
加した。本格的なアーカイブに向けて、引き続き街の
広告物に関するリサーチをおこなうとともに、新たな
コンテンツの企画提案も実施した。
　また、景観政策課からの依頼を受け、石川県立図
書館で開催された「KANAZAWA SIGN DESIGN セミ
ナー」に、「まちの格を高める広告物とは」と題し、

［委託者名］

金沢市景観政策課

［期間］

2024 年 4月～ 2025 年 3月

［研究体制］

プロジェクト型

［担当教員］

坂野　徹　　教授

［参加学生］

石神　結奈
上野　香絵
大竹　恵祐
柴谷　実侑
辻ノ上　真綾
橋原　栄見
橋元　風香
治部　晶
堀田　陽生

ホリスティックデザイン専攻 2 年

ホリスティックデザイン専攻 2 年

ホリスティックデザイン専攻 2 年

ホリスティックデザイン専攻 2 年

ホリスティックデザイン専攻 2 年

ホリスティックデザイン専攻 2 年

ホリスティックデザイン専攻 2 年

ホリスティックデザイン専攻 2 年

ホリスティックデザイン専攻 2 年

［開発日程］

2024 年

7 月 23 日
7 月 30 日
10 月 15 日
10 月 22 日
11 月 7 日

11 月 27 日

2025 年

1 月 17 日

オリエンテーション
第 1 回ミーティング
第 2 回ミーティング
第 3 回ミーティング
景観政策課への中間報告
会（第 4 回ミーティング）
第 5 回ミーティング

金沢市屋外広告物規定の
レクチャー

（第 6 回ミーティング）

第 7 回ミーティング
第 8 回ミーティング

（リモート）

KANAZAWA SIGN
DESIGN セミナー
第 9 回ミーティング

（リモート）

2 月 5 日
2 月 12 日

2 月 14 日

2 月 20 日

坂野をファシリテーターとして、メンバー 4 名がパ
ネリストとして登壇した。
　引き続き、美大生の視点で複合的に調査するととも
に、発信、啓発や広告活用の促進に繋げるコンテンツ
を制作し、この 2 年間で収集した資料の一般公開に
向けて、来年度以降も活動を継続する。

中間報告会の様子 金沢市屋外広告物規定のレクチャーの様子 「KANAZAWA SIGN DESIGN セミナー」
パネルディスカッション

デザイン科 
ホリスティックデザイン専攻
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209
大
学
連
携
地
域
力
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　大学連携地域力創造プロジェクトは金沢市の取り組
みで、学生が街中の施設や市民と関わりながら、地域
や行政の課題解決、さらには地域の活性化に取り組む
実践型の授業プロジェクトである。学生たちは街に出
てリサーチを行い、市民へのインタビューなどを通じ
て、それぞれの視点から金沢市の多様な課題を抽出し
た。そして、デザインの視点からアプローチしなが
ら、街の活性化や課題解決に貢献するサービス、ハー
ドウェア、アプリケーションなどを提案した。一方、
インダストリアルデザイン専攻では、三菱電機株式会
社と「中核都市における社会課題とその解決策」につ
いて共同研究を実施しており、その研究内容が本プロ

［委託者名］

金沢市地域力再生課

［期間］

2024 年 6月～ 2025 年 2月

［研究体制］

授業導入型

［担当教員］

入矢　真一　教授

［参加学生］

西山　誌織
石垣　為智
泉　泰平
稲葉　紀乃
畝野　遥
岡　璃雄
北山　愛理
加藤　更咲
川﨑　卓
川本　亜花
菊地　哉太
木村　環希
栗原　優佳

大学院 デザイン専攻 2 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

事前準備と産官学連携の
調整
産官学キックオフ
事前リサーチ
WS1　事前課題共有

WS2　気づきの抽出、
ペルソナ設定
WS3　HMWQ と
アイデア展開
WS4　インタビューと
プロトタイピング
最終プレゼンテーション

学内成果物展示

金沢市 プレゼンテーション

金沢市役所第二本庁舎展示

小島　静月
多田　千尋
戸塚　昴
西田　恵美里
福田　結菜
山西　優心

［開発日程］

2024 年

6 月～ 8 月

9 月 24 日
9 月～ 10 月
10 月 1 日

10 月 16 日

10 月 24 日

11 月 14 日

11 月 28 日
12 月 16 日～ 24 日

2025 年

2 月 20 日
2 月 20 日～ 28 日

ジェクトと近しい領域を対象としていたことから、今
年度は金沢市を中心とした産官学連携プロジェクト
として進行する新たな試みとなった。2 月 20 日には、
金沢市役所第二本庁舎にて成果発表会を実施した。ま
た、金沢市役所第二本庁舎 1 階エントランスでは成
果展示を行い、市役所を訪れた市民の皆さまにもその
成果を直接ご覧いただいた。

YOU NOH? 楽しく能を知るためのきっかけづくり

ソリューションアイデア発表 金沢市プレゼンテーション 金沢市役所第二本庁舎での成果物展示 金沢市役所第二本庁舎での成果物展示

デザイン科
インダストリアルデザイン専攻
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［開発日程］

2024 年

5 月 21 日
6 月 24 日
6 月 25 日～ 7 月 8 日

7 月 9 日～

7 月 11 日～ 8 月 23 日　
8 月 8 日～
8 月 26 日～ 30 日 
9 月 10 日
9 月 20 日
9 月 21 日～ 23 日

9 月 23 日

208 　ホスピタリティアート・プロジェクト（HAP）は、
金沢市立病院と金沢美術工芸大学との連携により、医
療分野におけるアートの潜在的な可能性を探求する事
を目的とした研究である。プロジェクトの一環である
ホスピタルギャラリーは、アートが患者さんの治療と
生活の質の改善を手助けし、病院が地域社会における
身近な交流の場となることを目的として、2012 年度
に第 1 回展が開催された。以後出品点数を増やしなが
ら周辺地域に根付いた活動として現在に至っている。
病院の待合ホールに期間限定の「美術館」を設置する

にあたり、病院スタッフ、本学学生が協力して展示・
受付・撤収に参加するこの試みは全国的にみても珍し
く、各メディア・学術方面からも注目されている。

会場設営 会場設営

会場風景

会場風景

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ア
ー
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
第
35
回

第
13
回
　
ホ
ス
ピ
タ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

［委託者名］

金沢市立病院

［期間］

2024 年 5月～ 2025 年 3月

［研究体制］

プロジェクト型

［担当教員］

三浦　賢治　教授

岩崎　純　　教授

［協力］

横川　善正　金沢美術工芸大学名誉教授
　　　　　　（HAP 顧問）

［参加学生］

小嶋　千晶

［金沢市立病院
ホスピタリティアート・プロジェクトメンバー］

病院事業管理者

院長

医局

医局

医局

医局

医局

医局

看護部

看護部

看護部

看護部

看護部

看護部

看護部

放射線室

検査室

検査室

薬剤室

事務局

事務局

事務局

［市民アドバイザー］

野川　勝紀
冨地　晃裕
駒井　順子

油画専攻 3 年
（第 13 回展ポスター・募集要項
表紙デザイン）

髙田　重男
松下　栄紀
中西　清香
小林　拓
川島　瑛麻
久保　理香子
中村　大喜
庄野　真矢
中町　麻紀子
京道　美里緒
安島　幸子

矢澤　硬太
才田　節子
牧野　聡子
中障子　佳代子
安土　佳宏
海道　一恵
角野　忠昭
新谷　圭子
中宮　英範
後藤　敬仁
中川　大和

第 1 回合同企画会議
第 3 回企画会議

募集要項、ポスター、
チラシ、DM 作成
展覧会ポスター配布、
HP 案内
　　　　作品募集
展覧会チラシ配布
　　作品搬入
開催案内（報道関係、FB、LINE）

ギャラリー設営（17 時～）

ホスピタルギャラリー開催
ギャラリー撤収、
作品返還（15 時～）

　　美術科 油画専攻
ホスピタリティアート・コーディネーター

　　美術科 油画専攻
ホスピタリティアート・コーディネーター

12
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　1 日あたりの野菜摂取量は、成人の男女ともに
350g 以上を目標としているが、現状ではその目標に
達していない。金沢市民の野菜摂取量増加を図るた
め、オリジナルロゴおよび POP をデザインした。4
名の学生は、自分ごととしてなぜ野菜を摂取すること
を面倒に感じるのか考え、では逆転の発想で、面倒に
感じなくなるためには何を伝えればよいのか、という
問いを出発点に発想を広げた。最終的に選定されたの
は、必要とは感じているが適量のイメージがわかない
生活者に対して、1食分は生野菜で両手 1杯とされる
「手ばかり栄養法」に着想を得た「てのひらぶんが一
食分」というコピーとともに、親しみやすい三体のゆ

るいキャラクターが広報活動を行うという案である。
金沢市内のコンビニエンスストアや市場などの野菜売
場 50 店舗以上に掲出されたほか、今後は小学校や地
域のイベント等において、野菜の摂取量に加えて、簡
単な調理方法や摂取のメリットについても、これらの
キャラクターを主体として宣伝を展開していく予定で
ある。

最終決定ロゴ

最終 4案のロゴ 金沢市保健所プレゼン お披露目会 50 店舗以上に設置

［委託者名］

金沢市保健所

［期間］

2024 年 5月～ 11 月

［研究体制］

プロジェクト型

［担当教員］

髙田　大資　講師

［参加学生］

坂口　華杏
山下　尋
吉田　明凜
外山　晴菜

視覚デザイン専攻 3年

視覚デザイン専攻 3年

視覚デザイン専攻 3年

視覚デザイン専攻 3年

オリエンテーション
チームミーティング
地域保健課中間提案
地域保健課最終提案
金沢市保健所プレゼン
食育推進会議プレゼン
最終案決定、取材対応
お披露目会
50 店舗以上に設置

［開発日程］

2024 年

4 月末
5月～ 6月
6月中旬
7月 10 日
7月 16 日
7月 25 日

8月 30 日
デザイン科
ホリスティックデザイン専攻
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　金沢市の依頼を受け、バス待ち環境の向上を目的と
した整列乗車用の行き先案内サインのデザインを行っ
た。本事業では、観光客で混雑する橋場町バス停にお
いて、スムーズな乗車と快適な待ち時間の確保を目指
した。
　橋場町バス停は行き先や路線が複雑であるため、利
用者が瞬時に目的地を把握できるよう、「金沢周遊」
と「金沢駅ゆき」の二つの行き先案内を設け、視認性
を高めた。さらに、案内サインを設置する既存の柱の
周囲を待合エリアとして明示し、利用者が自然に整列
しやすい環境を整えた。このデザインによって、待ち
時間の混乱を軽減し、バス停の利用効率を高めること

［委託者名］

金沢市交通政策課

［期間］

2024 年 6 月～ 2025 年 2 月

［研究体制］

プロフェッショナル型

［担当教員］

角谷　修　　教授

西本　耕喜　准教授

［協力］

KuKi　北川 里沙

［開発日程］

2024 年

7 月３日
8 月 7 日
9 月 11 日
10 月 11 日
12 月 13 日
12 月 19 日

2025 年

1 月 28 日

初回ミーティング
第 1 回デザイン提案
第２回デザイン提案
第３回デザイン提案
現地試作確認
第４回デザイン提案

現地設置確認

を意図している。
　橋場町バス停は、卯辰山麓伝統的建造物群保存地区
に位置しており、歴史的な街並みの中にある。そのた
め、行き先案内サインのデザインにおいても、地域の
景観と調和することを意識し、建造物や街の雰囲気に
馴染む意匠を採用した。観光客と地域住民双方にとっ
て利便性が高く、快適なバス待ち環境の創出に貢献し
ている。

二つの行き先案内 既存柱を活かした行き先毎の待合エリア

photo by Hiro Yamashina

街並みに調和するサインの色彩計画 現地での案内サイン試作確認の様子

デザイン科
ホリスティックデザイン専攻

デザイン科
ホリスティックデザイン専攻

14
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木
の
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ロ
ゴ
マ
ー
ク
制
作

　金沢市が推進する「木の文化都市推進計画」は、川
上から川下まで多岐にわたる取り組みを展開してい
る。こうした多様な取り組みの認知度向上と気運醸成
を目的に、ロゴマークのデザイン制作が依頼された。
金沢市内のアートディレクター 3名がデザインを提
案し、橋本氏のデザイン案が採用された。デザインコ
ンセプトは「鼓門」。鼓門を支える脚をモチーフとし
たロゴマークには、木の文化都市として未来へ躍動し、
成長していく姿が表現されている。

［委託者名］

金沢市都市計画課

［期間］

2024 年 5月～ 12 月

［研究体制］

プロフェッショナル型

［担当教員］

寺井　剛敏　教授

［協力］

デザケン　橋本　謙次郎
［開発日程］

2024 年

4 月 15 日
5月 9日

5月 13 日

7月 6日

7月 25 日
10 月 2日
11 月 2日

市役所にて打ち合わせ
デザイナー 3名へ
13 日のオリエンテーショ
ン連絡
12:00　Zoom にてオリ
エンテーション
（市役所＋デザイナー 3名）

13:00　美大より市役所
提出
評価項目まとめ
最終決定
市長報告・記者発表

市長報告 市長報告 取材対応 使用マニュアル

デザイン科
ホリスティックデザイン専攻

17

212 　金沢市との地域連携事業として、「イベントごみ減
量マニュアル」の普及および、環境に配慮したイベン
トを推進する認定制度のデザイン制作を担当した。本
事業では、同マニュアルを活用して環境配慮に取り組
むイベントを認定し、その象徴として認定マークおよ
びのぼり旗を作成した。
　「ごみを減らして未来へつなげる」というメッセー
ジを込めて、人と人、そして現在と未来を結ぶ象徴と
して水引きをモチーフにしたデザイン案が採用され
た。この認定マークは、市民やイベント主催者が環境
への配慮を示すシンボルとして、今後広く活用される
予定である。

［委託者名］

金沢市ごみ減量推進課

［期間］

2024 年 4月～ 8月

［研究体制］

プロジェクト型

［担当教員］

畝野　裕司　教授

髙田　大資　講師

［参加学生］

児玉　菜緖
安部　涼香
上野　香絵
河原　英美
辻ノ上　真綾
堀田　陽生

［開発日程］

2024 年

6 月 3 日
6 月 10 日
6 月 18 日
6 月 20 日

7 月 8 日

7 月 24 日

大学院 デザイン専攻 1 年

ホリスティックデザイン専攻 2 年

ホリスティックデザイン専攻 2 年

ホリスティックデザイン専攻 2 年

ホリスティックデザイン専攻 2 年

ホリスティックデザイン専攻 2 年

キックオフ MTG
ラピットデザイン確認
ラピットデザイン確認
中間デザイン
プレゼンテーション
最終デザイン
プレゼンテーション
最終案決定

プレゼン風景

デザイン科
ホリスティックデザイン専攻

デザイン科
ホリスティックデザイン専攻

ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
へ
の
取
組
を

推
進
す
る
認
定
マ
ー
ク
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金
沢
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と
バ
ス
車
両
デ
ザ
イ
ン

　ふらっとバスは市内各地を巡回するコミュニティバ
スであり、長年金沢市民の日常の足として親しまれて
きたが近年では利用者の減少傾向に悩まされている。
市ではふらっとバスの利便性を向上し、認知度を向上
する取り組みの一環として EV 車両の導入を決定し、
それに合わせた運行車両のラッピングデザイン一新を
本学で受託することとなった。コンセプトを「近未来
と金沢らしさの両立」とし、油画、芸術学、インダス
トリアルデザイン専攻の学生から案を募った。15 案
の応募案から 4 案が市民投票に進み、投票総数 3,563
票のうち 1,501 票を獲得した関口さんの案が採用と
なった。

［委託者名］

金沢市交通政策課

［期間］

2024 年 5月～ 2025 年 3月

［研究体制］

プロジェクト型

［担当教員］

矢島　幹生　講師

岩崎　純　　教授

［参加学生］

上野　有輝
亀田　あかり
川端　鈴奈
芝山　昂太郎
関口　優月
相馬　爽人
坪内　大貴
西野　花咲
山田　真由
小嶋　千晶
坂野　愛菜
中村　彩乃
田中　菜々美

製品デザイン専攻４年

製品デザイン専攻４年

製品デザイン専攻４年

製品デザイン専攻４年

製品デザイン専攻４年

製品デザイン専攻４年

製品デザイン専攻４年

製品デザイン専攻４年

製品デザイン専攻４年

油画専攻３年

油画専攻３年

油画専攻２年

芸術学専攻２年

松田　有加
木下　桜歌

［開発日程］

2024 年

5 月 31 日
7 月 30 日
9 月 25 日
11 月 18 日

2025 年

2 月下旬
3 月 27 日

芸術学専攻２年

芸術学専攻１年

概要説明会
一次選考作品エントリー
市民投票開始
採用案決定

制作車両確認
メディア発表

　車両施工は年度内に完了し、2025 年 3 月 27 日快
晴のもとお披露目会が行われ、関係者およびメディア
公開となった。水引の飾り結びが目を惹くデザインは
此花ルートの車両を皮切りに、今後車両更新に合わせ
全てのルートを走るバスが新デザインに置き換わる予
定である。

市民投票のためのイメージスケッチ  実車での位置検討 大きくあしらわれた「あわじ結び」 お披露目会でのプレゼンテーション

デザイン科
インダストリアルデザイン専攻

美術科 油画専攻
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　金沢市立病院からの依頼を受け、同病院の再整備に
向けたインクルーシブデザインの導入や、誰もが安心
して利用できる「夢のある病院空間」のデザインを行っ
た。
　本プロジェクトでは、医師、看護師、リハビリスタッ
フ、事務職員など、さまざまな立場の職員とのディス
カッションを重ねるとともに、地域住民とのワーク
ショップや急性期医療の現場見学を実施。これにより、
市立病院の役割や課題への理解を深め、学生それぞれ
が独自の視点でテーマを設定し、デザインを提案する
ことを重視した。

　こうしたプロセスを経て、以下の 7 つのデザイン
アイデアを提案。これらが今後の市立病院の設計に活
かされることを期待する。

1.　地域に開かれたランドスケープデザイン
2.　地域住民に向けた新しいオープンな空間
3.　心地よいコミュニケーション空間
4.　病室の空間デザイン
5.　徘徊が楽しくなる廊下
6.　次世代型の移動式ルーム
7.　居心地の良い職員コミュニケーションスペース

市立病院職員との意見交換の様子 地域住民とのワークショップの様子

デザインアイデア

中間発表の様子 最終発表の様子

［委託者名］

金沢市立病院

［期間］

2024 年 5月～ 2025 年 3月

［研究体制］

プロジェクト型

［担当教員］

安島　諭　　教授

西本　耕喜　准教授

［参加学生］

篝　佑伽
坂東　凜汰朗
稲垣　晶子
中南　温惠
新家　歩果
埇田　輝士
武原　明歩
大門　千隼
肥後　環希
日比野　咲
藤井　七星
和田　歩乃葉

大学院 デザイン専攻２年

大学院 デザイン専攻１年

製品デザイン専攻４年

製品デザイン専攻４年

環境デザイン専攻 3 年

環境デザイン専攻 3 年

環境デザイン専攻 3 年

環境デザイン専攻 3 年

環境デザイン専攻 3 年

環境デザイン専攻 3 年

環境デザイン専攻 3 年

環境デザイン専攻 3 年

［開発日程］

2024 年

5 月 22 日
6 月 27 日
7 月 18 日
9 月 24 日
10 月 7 ～ 18 日
10 月 31 日
12 月 2 日

初回ミーティング
意見交換、院内見学
意見交換、調査報告
ワークショップ
　急性期医療見学
中間発表
最終発表

デザイン科
インダストリアルデザイン専攻

デザイン科
ホリスティックデザイン専攻
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　協同組合金沢問屋センターと金沢美術工芸大学は、
歴史ある「問屋町」を魅力あふれる活気ある街へと発
展させるため、ビジネスの街という要素に加え「文化」
の創出を目指して協定を結び、これまでに多岐にわた
る活動を展開してきた。
　本年度は、組合員の家族や問屋町近隣の保育園・幼
稚園・小学校に通う児童を対象に、絵画・工作教室を
開催した。子どもたちに少しでもものづくりの楽しさ
を伝えたいという思いから企画された催しである。ま
た、「学びなおし」の必要性が高まる現代において、
セカンドライフや生きがいの視点から、より彩り豊か
な生活を実現することを目的に、水彩画ワークショッ

［委託者名］

協同組合金沢問屋センター

［期間］

2024 年 6月～ 10 月

［研究体制］

プロジェクト型

［担当教員］

岩崎　純　　教授
大森　啓　　教授
山本　順子　非常勤講師

［参加学生］

田中　菜々美
松田　有加
廣島　未来
小元　凜音
北川　夏凪
仲　美琴
架谷　七海
八木　美穂

芸術学専攻 2 年

芸術学専攻 2 年

油画専攻 2 年

油画専攻 1 年

油画専攻 1 年

油画専攻 1 年

油画専攻 1 年

油画専攻 1 年

［開発日程］

2024 年

5 月 15 日
5 月下旬
6 月 11 日
6 月中旬
7 月 8 日
7 月～ 8 月
8 月 17 日
8 月 18 日

概要説明会
企画アイデア出し
企画案プレゼンテーション
チラシ制作
チラシ提出
ワークショップ準備
子ども向けワークショップ
社会人向けワークショップ

プ（入門編）を開催した。講師には金沢美術工芸大学
の非常勤講師である山本順子先生を迎え、誰でも気軽
に楽しめる内容となった。

ふくわらい オリジナルパズル 日めくりカレンダー 水彩画ワークショップ

美術科 油画専攻

美術科 油画専攻
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　2024 年 1 月 1 日に発生した能登半島地震を受けて、
加賀藩前⽥家と縁のある穏⽥神社から復興支援と伝統
工芸の継承を目的とした授与品（お守り）のデザイン
制作の依頼を受けた。 14 案のアイディアから 1 次選
考で染織 2 名、陶磁 2 名の案に絞られ、染織と陶磁
のペアリングを行った。4 名で穏⽥神社を訪れ、調査
を基に案を練り上げた。最終選考の結果、長縄花怜さ
んと佐藤りりかさんの案が採用された。コンセプト
は「人や自然がともに調和し循環していく未来を目指 
していけるように」で、九⾕焼の陶磁器パーツに真⽥
紐を通したこれまでの授与品にはないデザインとなっ
た。陶磁器部分は前⽥家の梅鉢紋と境内の紅⽩梅、神

［委託者名］

穏田神社

［期間］

2024 年 6 月～ 12 月

［研究体制］

プロジェクト型

［担当教員］

大高　亨　　教授

山本　健史　教授

宮永　春香　准教授

［参加学生］

劉　⽅路
荒木　いちご
矢賀　紀蓉佳
小池　さくら
佐藤　りりか
西川　塔子
菅沼　稜子
飯嶋　さくら
並木　舞花
本多　遥菜
鈴木　秀和
長縄　花怜
堀内　朱々
松尾　美沙子

大学院 博士後期課程 3 年

大学院 工芸専攻 2 年

大学院 工芸専攻 2 年

工芸科 4 年

工芸科 4 年

工芸科 4 年

工芸科 4 年

工芸科 3 年

工芸科 3 年

工芸科 3 年

工芸科 2 年

工芸科 2 年

工芸科 2 年

工芸科 2 年

［開発日程］

2024 年

6 月 10 日
7 月 8 日
7 月 25 日
8 月 3 日
8 月 19 日
8 月 20 日
9 月

10 月～ 11 月
12 月

プロジェクト説明会
1 次案締め切り
1 次通過者発表
穏⽥神社への調査
2 次案プレゼンテーション
最終案決定
原型制作（陶磁）、
織データ作成（染織）

業者による制作
パッケージ作業、納品

社のロゴマークの⿃をモチーフとし、真⽥紐は穏⽥神
社周辺の自然や植物をイメージした緑を基調とした配
色とした。またお守りをバッグや手⾸などに結ぶと
いう動作を通して願いを込めるという意味合いを強
めているものであり、良縁守「くくる」と名付けた。
2025 年 1 月 1 日から頒布を開始し、売り上げの一部
は能登半島地震の復興義援金として寄付される。

工芸科

工芸科

工芸科

20
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石
川
県
立
図
書
館
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
の
デ
ザ
イ
ン
作
成

　石川県立図書館がオリジナルトートバッグを企画す
るにあたり、デザイン案の制作を金沢美術工芸大学に
依頼があった。学内全専攻を対象にデザイン案を募集
し、18 名から 21 案の応募があった。図書館側で 7 案
に絞り込み、9 月 18 日～ 29 日に館内で実施した一般
投票の結果、2,490 票中 735 票の最多得票数を集めた
ホリスティックデザイン専攻 2 年・鹿島さんのデザ
インが採用された。デザインコンセプトは、「図書館
は行き止まりのない空間」。1 階から 4 階までの回遊
性を、一筆書きのようなデザインで表現している。

［委託者名］

石川県立図書館

［期間］

2024 年 6月～ 10 月

［研究体制］

プロジェクト型

［担当教員］

寺井　剛敏　教授

［参加学生］

大谷　周
丸田　哲平
江川　衣吹
北　恭輔
三澤　空花
石神　結奈
出雲　涼菜
大竹　恵祐
垣内　宥人
鹿島　佑和
菅野　なな江
柴谷　実侑
辻ノ上　真綾

鳥井　菜七子
橋元　風香
伊藤　涼花
本多　遥菜

［開発日程］

2024 年

6 月 5 日
6 月 18 日

8 月 8 日
8 月 14 日

8 月 24 日

9 月 2 日
9 月 18 日～ 29 日

9 月 30 日

11 月より

大学院 デザイン専攻 1 年

視覚デザイン専攻 4 年

視覚デザイン専攻 3 年

視覚デザイン専攻 3 年

視覚デザイン専攻 3 年

ホリスティックデザイン専攻 2 年

ホリスティックデザイン専攻 2 年

ホリスティックデザイン専攻 2 年

ホリスティックデザイン専攻 2 年

ホリスティックデザイン専攻 2 年

ホリスティックデザイン専攻 2 年

ホリスティックデザイン専攻 2 年

ホリスティックデザイン専攻 2 年

ホリスティックデザイン専攻 2 年

ホリスティックデザイン専攻 2 年

ホリスティックデザイン専攻 1 年

工芸科 3 年

美大にて打ち合わせ
学生へのオリエンテー
ション内容確認
提案締切
18 名 か ら 21 案 応 募 あ
り、図書館へデータ送付

追加 1 案
合計 7 案で試作へ
最終データ　図書館へ

図書館にて来場者投票
鹿島の案に決定
2,490 票中、735 票獲得
石川県立図書館にて販売
スタート

県立図書館では、11 月から館内でオリジナルトート
バッグを販売し、図書館の PR や読書推進につなげた
いと考えている。

オリエンテーション 採用された学生図書館での投票 図書館での投票会場

デザイン科
ホリスティックデザイン専攻
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第
37
回 JAPAN TENT 

に
係
る

T
シ
ャ
ツ
及
び
広
報
物
の
デ
ザ
イ
ン

　8 月 22 日から 25 日まで開催された「第 37 回 JAPAN 
TENT ー世界留学生交流・いしかわ 2024」において、
参加者が着用する T シャツの基本デザインを、前回
に引き続き制作した。今回のデザインは、大学院デザ
イン専攻視覚デザインコース 1 年の大⾕さんの案が
採用された。デザインは、石川県の伝統工芸である金
沢和傘を地球に見立て、和の印象を残しつつも直感的
にグローバルな雰囲気を意識したものとなっている。
シャツを受け取った海外からの参加者やホストファミ
リーにも好評を博した。次年度も T シャツデザイン
に取り組むことが決定している。

［委託者名］

JAPAN TENT 開催委員会

［期間］

2024 年 6 月～ 9 月

［研究体制］

プロジェクト型

［担当教員］

寺井　剛敏　教授

［参加学生］

大谷　周
梶崎　有花
坂口　歩

［開発日程］

2024 年

6 月 8 日

6 月 10 日

7 月 1 日
7 月 12 日
8 月 8 日

大学院 デザイン専攻 1 年

大学院 デザイン専攻 1 年

視覚デザイン専攻 4 年

オリエンテーション
（大⾕、梶崎）

今年のロゴ入手、
T シャツの色確認
中間確認
デザイン案 提出
デザイン案 決定

T シャツデザイン 来県した留学生 能登へ応援寄せ書き 3 種類のデザイン

デザイン科
ホリスティックデザイン専攻
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第
38
回 

金
沢
刑
務
所 

矯
正
展

　金沢刑務所矯正展は、法務省が主催する「社会を明
るくする運動」の一環として開催される催事であり、
受刑者が製作した製品の展示・販売などが行われてい
る。2024 年度から、同展の広報活動や関連事業に金
沢美術工芸大学の学生が参画することとなった。
矯正展の広報用ポスターのデザインには、油画専攻の
学生 5 名が参加し、各自が構想したデザイン案を提
出した。その後、金沢刑務所関係者による審査を経て、
最終的に 1 点が公式ポスターとして採用された。同
様に、リーフレットの制作については、芸術学専攻の
学生がアイデアスケッチを提案し、コンペ形式で審査
された結果、最適なデザインが選ばれた。

　さらに、矯正展当日には工芸科の学生 13 名がアー
トマーケットを出店し、各自の作品を展示・販売する
実践的試みがなされた。この取り組みを通じて、学生
たちは社会の中でアートが果たす役割を学び、美術の
影響力について考える貴重な機会を得た。今後の表現
活動に新たな視点をもたらす契機となったといえる。

ポスター選考 ポスター選考

アートマーケット出店

矯正展の様子 美大（工芸）ブース

［委託者名］

金沢刑務所

［期間］

2024 年 6月～ 12 月

［研究体制］

プロジェクト型

［担当教員］

岩崎　純　　教授
池田　晶一　教授
宮永　春香　准教授

［参加学生］

本田　花絵
井上　英海
浦野　華
澤田　佳奈
酒井　恵華
松田　有加
市川　花
伊藤　楓夏
大村　怜子
小池　さくら
菅沼　稜子
髙橋　稜
津田　珠緒

油画専攻 4 年

油画専攻 2 年

油画専攻 2 年

油画専攻 2 年

油画専攻 1 年

芸術学専攻 2 年

工芸科 4 年

工芸科 4 年

工芸科 4 年

工芸科 4 年

工芸科 4 年

工芸科 4 年

工芸科 4 年

西川　塔子
内藤　楓乃
松澤　慶
宮城　葵色
森　春歌
長縄　花怜

［開発日程］

2024 年

6 月 17 日
7 月 1 日
7 月 30 日
8 月 1 日
8 月 19 日
9 月 21 日

工芸科 4 年

工芸科 3 年

工芸科 3 年

工芸科 3 年

工芸科 3 年

工芸科 2 年

金沢刑務所 会場下見
ポスター制作開始
プレゼン・審査
リーフレット制作開始
リーフレット完成
第 38 回 矯正展

美術科 油画専攻

工芸科

工芸科
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パーティション「DECO FRAME」の新たな使い方の提案171 28

冬季イルミネーションの空間演出計画172  29

「プライドポテト JAPAN　日本の神業　金沢の甘えび」の
パッケージデザイン制作

173
30

MOVE（移動・感動）

MOVE（移動・感動）

「めがね」をイメージする建造物のデザイン研究

海洋プラスチック問題にみんなで向き合うきっかけをつくるデザイン

「金沢をイメージした水菓子容器の開発」デザイン研究

東北レインボーハウスワークショップのデザイン作成

中核都市における社会課題とその解決策について

赤ちゃんを惹きつけるビジュアル・カラー・形とは何か？

令和 6 年能登半島地震　商品ＰＫＧデザイン支援

金属製椅子デザイン開発協力

174

175

176

177
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180

181
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183
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冬
季
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

空
間
演
出
計
画

　金沢村⽥製作所（⽩山市）において、従業員や来訪
者が楽しめるよう、敷地内に夜間だけでなく昼間も鑑
賞可能なイルミネーション作品を、約 1 年かけて制
作した。
　本年度で 4 年目を迎える本プロジェクトでは、

「Metamorphose（変化・変身）」をテーマに、能登の
復興への思いを込め、身近な建築資材を活用した。
　塩化ビニールパイプなどの建築資材を用いて、三つ
の光のオブジェを制作した。「ループ」は⽩く発光す
るトンネル状の作品、「コネクトドーム」は青・黄・
⽩色に輝く球体、「再生の繭」は紫色の光を放つ半円
形のオブジェであり、それぞれ異なる変容の姿を表現
している。

［委託者名］

株式会社金沢村田製作所

［期間］

2024 年 4月～ 2025 年 3月

［研究体制］

プロジェクト型

［担当教員］

畝野　裕司　教授

［参加学生］

藤井　七星
武原　明歩
橋村　美紅
堀田　陽生

［開発日程］

2024 年

4 月 18 日
5 月 20 日

6 月 11 日

7 月 18 日

11 月 3 日
11 月 6 日

環境デザイン専攻 3 年

環境デザイン専攻 3 年

ホリスティックデザイン専攻 2 年

ホリスティックデザイン専攻 2 年

キックオフ打ち合わせ
アイデア方向性確認打ち
合わせ
中間デザインプレゼン
テーション
最終デザインプレゼン
テーション
施工状況現地最終確認
活動報告会・点灯式

2・3 年生の学生 4 名が 4 月中旬より制作を開始し、
実践的な学びの場となった。本プロジェクトは、金沢
村⽥製作所との産学連携により、デザインの可能性を
広げる貴重な機会であり、環境配慮や社会貢献の視点
を育むことにもつながった。

最終デザインプレゼンテーション 最終活動報告会 点灯式 コネクトドーム

ループ

再生の繭　

デザイン科
ホリスティックデザイン専攻
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な
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　地元企業の小松ウオール工業が製造販売する、開放
感を保ちながら空間を緩やかに仕切るパーティション

「DECO FRAME」の新たな使い方と用途を提案するプ
ロジェクトである。
　プロジェクトは、オリエンテーションを通じて製品
の特性と課題を理解することから始まった。参加者は、
先入観を持たずに自由な発想でアイデア展開を行い、
次に仮説を設定した上で同社の工場とショールームを
見学した。そこで得た知見を基に、具体的な使用シー
ンを想定した 3D パースと 1/10 モデルを複数案制作
し、中間検討会では企業の若手社員と活発な意見交換
を行った。

［委託者名］

小松ウオール工業株式会社

［期間］

2024 年 4月～ 2025 年 3月

［研究体制］

プロジェクト型

［担当教員］

北村　賢哉　教授

［参加学生］

明石　怜旺
川畑　紗希
児玉　菜緖
鈴木　美玖
肥後　環希
垣内　宥人

大学院 デザイン専攻 2 年

大学院 デザイン専攻 2 年

大学院 デザイン専攻 1 年

環境デザイン専攻 3 年

環境デザイン専攻 3 年

ホリスティックデザイン専攻 2 年

［開発日程］

2024 年

5 月 8 日
6 月 7 日
7 月 18 日
9 月 18 日

2025 年

2 月 7 日

オリエンテーション
工場見学会・製品勉強会
中間検討会
最終モデル発表会

原寸試作モデル内覧会

　最終モデルでは、各自が提案する空間における使用
イメージを 3D パースで表現し、部分原寸と 1/5 サイ
ズのモデルを用意することで、製品の魅力を最大限に
引き出した。最終的に選抜された 2 作品は、企業側
で原寸のプロトタイプが設計試作され、関係者にお披
露目された。
　このプロジェクトを通じて、参加者は実際の製品開
発プロセスを体験し、自身がデザインした新たな体験
ストーリーを実際のモデルで確認するという、産学連
携ならではの貴重な経験を得た。

5 月 オリエンテーション 6 月 工場・ショールーム見学会

原寸試作モデル内覧会

7 月 中間検討会 9 月 最終モデル発表会

デザイン科
ホリスティックデザイン専攻

28



174　スカパー JSAT と 2 回目の産学連携授業を実施。授
業テーマは「Visionary Thinking」。誰かが創る未来で
はなく、学生一人ひとりが自分の興味・関心事の理想
の未来を考え、実践することで社会との繋がりを感じ
取れることを目的としている。産学連携授業のミッ
ションは物質・ 非物質の移動のデザインによる「地球
との共存」と「ウエルビーイング」の実現とし、魅力
的な移動体験を目指すためテーマは移動と感動を意味
する「MOVE」とした。

［委託者名］

スカパー JSAT 株式会社

［期間］

2024 年 4 月～ 2025 年 3 月

［研究体制］

授業導入型

［担当教員］

河崎　圭吾　教授

入矢　真一　教授

［参加学生］

岡　璃雄
菊地　哉太
栗原　優佳
山西　優心
西田　恵美里
川本　亜花
多田　千尋
福田　結菜
畝野　遥

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

［開発日程］

2024 年

3 月 1 日
4 月 4 日
4 月 10 日

4 月 12 日
4 月 17 日

4 月 15 日
4 月 22 日

4 月 24 日

5 月 1 日

5 月 2 日

5 月 8 日
5 月 15 日～ 16 日
5 月 22 日
6 月 11 日
9 月 27 日～ 29 日

11 月 2 日～ 4 日

ガイダンス　事前課題
事前課題発表
スカパー会社紹介
事前課題に対するコメント
⽩山ろく民族資料館視察
コンセプトシート３案に
絞って確認
越野亮講義　AI 基礎
長⽥典子講義＆ワーク
ショップ　感性工学
コンセプト確定

プロダクトアイデア中間
チェック
越野亮テクノロジーサ
ポート
プロダクトデザイン決定
　　CMF 講習会
デザイン最終確認
最終プレゼン

AXIS ギャラリー展示

美大祭期間中に新校舎で
展示

　参加学生 9 名に対して、教員 2 名メンター 1 名で
行われた。発表は、5 年ぶりに六本木にある AXIS ギャ
ラリーで行った。

六本木の AXIS ギャラリーにて公開プレゼンテーションの様子

会場受付風景 公開プレゼンテーション背景 ５年間の全提案展示 会場での記念撮影

デザイン科
インダストリアルデザイン専攻

デザイン科
インダストリアルデザイン専攻

M
OVE

（
移
動
・
感
動
）
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　湖池屋の「プライドポテト 日本の神業」シリーズ
より、「金沢の甘えび」味が発売されるにあたり、昨
年に引き続き、金沢美術工芸大学の学生にパッケージ
デザインの提案依頼があった。今回のリニューアルで
は、金沢を代表する甘えびの風味をより感じられる味
へと進化されており、金沢を盛り上げる共同プロジェ
クトとして実施された。デザイン案は最終 6 案に絞
られ、金沢市内の小学生や市民、全国からの総選挙を
実施し、約 24,000 通の投票結果をもとに最終的に 2 案

［委託者名］

株式会社湖池屋

［期間］

2024 年 4月～ 11 月

［研究体制］

プロジェクト型

［担当教員］

寺井　剛敏　教授

［参加学生］

大谷　周
漆畑　天音
北　恭輔
三隅　玲那
池田　和都
石神　結奈
石木　双葉
出雲　涼菜
岡田　優花
鹿島　佑和
加藤　靖葉
河原　英美
柴谷　実侑

大学院 デザイン専攻 1 年

視覚デザイン専攻 3 年

視覚デザイン専攻 3 年

視覚デザイン専攻 3 年

ホリスティックデザイン専攻 2 年

ホリスティックデザイン専攻 2 年

ホリスティックデザイン専攻 2 年

ホリスティックデザイン専攻 2 年

ホリスティックデザイン専攻 2 年

ホリスティックデザイン専攻 2 年

ホリスティックデザイン専攻 2 年

ホリスティックデザイン専攻 2 年

ホリスティックデザイン専攻 2 年

鈴木　望夏
辻ノ上　真綾
鳥井　菜七子
中尾　涼夏
間地　春水
西木　場友希
 
［開発日程］

2024 年

4 月 12 日

4 月 22 日
5 月 13 日
5 月 16 日

5 月 28 日

6 月 3 日

6 月 18 日
7 月 15 日
7 月 18 日
7 月 25 日
11 月 25 日

ホリスティックデザイン専攻 2 年

ホリスティックデザイン専攻 2 年

ホリスティックデザイン専攻 2 年

ホリスティックデザイン専攻 2 年

ホリスティックデザイン専攻 2 年

インダストリアルデザイン専攻 2 年

美大にてオリエンテー
ション
学内へ周知
デザイン案提出
学生より 20 案（19 名）

湖池屋へ送付
1 次通過 8 名、
修正案提出
2 次選考で 6 案に絞り込
み、総選挙へ
総選挙告知（新聞掲載）

総選挙終了 約 24,000 票
最終２案決定
データ修正納品
金沢市役所にて新商品発
表会（村山市長、佐藤社長出席）

全国コンビニ、スーパー
マーケット、ドラッグス
トアなど一般店発売

が採用され、全国発売が決定した。また、売上の一部
は、金沢美術工芸大学、金沢市および能登震災復興の
ために寄付された。
プロジェクトは好評を博し、次年度も継続が決定して
いる。

金沢市長、佐藤社長と記者発表 デザインが採用された学生

湖池屋本社での研修 オリエンテーション

デザイン科
ホリスティックデザイン専攻
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　発足から 23 年目となるメガネ部の活動だが、2024
年度はメンバーが 47 名と過去最大の人数での活動と
なった。昨年度に引き続き、福井県眼鏡協会との産学
連携体制のもと、「めがねのまち鯖江」をアピールす
る目的で眼鏡関連企業に制作してもらうモニュメント
をデザインする活動を行った。参加学生は 4 つのグ
ループに分かれ、学年をまたいで意見交換をしながら
各自の提案をまとめていった。47 案の提案が最終プ
レゼンテーションに進み、優秀案はめがねフェス会場

での表彰を受けた。その後各企業からの制作の申し出
があった案についても、随時制作フォローを行い年度
末までのモニュメント完成を目指す。提案したアイデ
アは眼鏡協会協力のもと、iOFT 国際メガネ展での出
展公開が行われた。
　また 2024 年度の新しい取り組みとしては福井工大
メガネ研究会の参加があった。他校との交流を通じた
活動のさらなる活性化を期待したい。

最優秀賞：西⽥　恵美里

意見交換会

めがねフェス 2024 ステージでの表彰 採用案制作のための技術フォロー iOFT 国際メガネ展での展示

［委託者名］
一般社団法人　福井県眼鏡協会

［期間］
2024 年 7 月～ 2025 年 3 月

［研究体制］
プロジェクト型

［担当教員］
矢島　幹生　講師

［参加学生］
A GROUP

リーダー   西田　恵美里
　　　　川端　鈴奈
　　　　岡　璃雄
　　　　木村　環希
　　　　多田　千尋
　　　　前川　楓果

C GROUP

リーダー   畝野　遥
　　　　篝　佑伽
　　　　加藤　更咲
　　　　小島　静月
　　　　福田　結菜

D GROUP

リーダー   山西　優心
　　　　坂東　凜汰朗
　　　　稲葉　紀乃
　　　　川本　亜花
　　　　児玉　結音
　　　　森　頌真

　　　　見神　隆之介

　　　　王　美鳳

　　　　山﨑　ゆめ

　　　　東郷　荘太郎

　　　　山内　はんな

　　　　鈴木　優花

　　　　三宅　航

　　　　筒井　徹心

　　　　坂野　衣咲

　　　　廣渡　桃華

　　　　西木場　友希

　　　　佐藤　あすか

　　　　南野　結

　　　　山下　一颯

　　　　鈴木　優花

　　　　吾妻　愛太郎

　　　　杉本　紬

　　　　今井　るな

　　　　河野　初夏

　　　　寺山　映人

　　　　村上　彩 華

デザイン科
インダストリアルデザイン専攻

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 4 年  

製品デザイン専攻 3 年 

製品デザイン専攻 3 年 

製品デザイン専攻 3 年 

インダストリアル
デザイン専攻 2 年 

製品デザイン専攻 3 年

大学院  デザイン専攻２年 

製品デザイン専攻 3 年 

製品デザイン専攻 3 年 

製品デザイン専攻 3 年 

製品デザイン専攻 3 年

大学院  デザイン専攻 1 年 

製品デザイン専攻 3 年 

製品デザイン専攻 3 年 

製品デザイン専攻 3 年 

インダストリアル
デザイン専攻 2 年 

インダストリアル
デザイン専攻 2 年

インダストリアル
デザイン専攻 1 年

インダストリアル
デザイン専攻 2 年

インダストリアル
デザイン専攻 2 年

インダストリアル
デザイン専攻 1 年

インダストリアル
デザイン専攻 2 年

インダストリアル
デザイン専攻 1 年

インダストリアル
デザイン専攻 1 年

インダストリアル
デザイン専攻 2 年

　　　　大宮　立義 インダストリアル
デザイン専攻 2 年

インダストリアル
デザイン専攻 2 年

B GROUP

リーダー   山田　真由
　　　　栗原　優佳
　　　　北山　愛理
　　　　戸塚　昴
　　　　川崎　卓
　　　　道林　南美

　　　　太田　聖華

　　　　田村　侃

製品デザイン専攻 4 年

製品デザイン専攻 3 年  

製品デザイン専攻 3 年 

製品デザイン専攻 3 年 

製品デザイン専攻 3 年 

インダストリアル
デザイン専攻 2 年 

インダストリアル
デザイン専攻 2 年

インダストリアル
デザイン専攻 2 年

インダストリアル
デザイン専攻 1 年

インダストリアル
デザイン専攻 1 年

インダストリアル
デザイン専攻 1 年

インダストリアル
デザイン専攻 1 年

インダストリアル
デザイン専攻 1 年

インダストリアル
デザイン専攻 2 年

インダストリアル
デザイン専攻 1 年

インダストリアル
デザイン専攻 1 年

インダストリアル
デザイン専攻 1 年

インダストリアル
デザイン専攻 1 年

インダストリアル
デザイン専攻 1 年

［開発日程］

2024 年

4 月～
4 月 26 日
5 月 8 日

7 月 25 日

8 月 22 日

9 月 22 日

10 月 17 日

11 月 2 日～ 4 日
10 月～ 2 月

部員募集
活動内容ガイダンス
活動キックオフ、顔合わせ、
メンバーグループ分け
眼鏡協会向けオンライン
プレゼンテーション
モデル制作
鯖江市の眼鏡関連企業工
場見学、意見交換会
最終プレゼンテーション
優秀案はめがねフェスス
テージで表彰
iOFT 国際メガネ展出展・
視察
　　美大祭でパネル展示
採用案設計フォロー
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175 　インダストリアルデザイン専攻 3 年生では「Visionary 
Thinking」と題し、未来の社会のあるべき姿を構想し、
そこから逆算で必要になるデザインを考える授業を展
開している。今回は 9 名の学生がスズキ株式会社と共
同で移動の未来を想像し、提案することとなった。ス
ズキ株式会社からは 3 名のデザイナーをメンターと
して迎え、プロの視点からのアドバイスを直接受ける
体制となっており、学生にとっては大きな学びのある
2 ヶ月間である。情報が行き交う現代と近未来におい
て、身体を移動させる価値とは何かを深く考え形にし
ていく行為を通じ、当初は単なる空想のようだったア
イデアに深いリアリティと説得力を与えていくプロセ

スを実践することができた。9 名の学生それぞれがユ
ニークで魅力的な未来の移動手段を提案し、スケール
モデルを含む最終成果物は六本木 AXIS ギャラリーで
プレゼンテーション・展示を行った。

AXIS ギャラリーでのプレゼンテーション

M
OVE

（
移
動
・
感
動
）

［委託者名］

スズキ株式会社

［期間］

2024 年 4 月～ 2025 年 3 月

［研究体制］

授業導入型

［担当教員］

矢島　幹生　講師

［参加学生］

メンター　小笹　哲哉
リーダー　小島　静月
　　　  石垣　為智
　　　  川﨑　卓

メンター　結城　康和
リーダー　木村　環希
　　　  泉　泰平
　　　  戸塚　昴

メンター　片山　恵介
リーダー　稲葉　紀乃
　　　  北山　愛理
　　　  加藤　更咲

スズキ株式会社

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

スズキ株式会社

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

スズキ株式会社

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

［開発日程］

2024 年

3 月～
4 月 4 日
4 月 10 日
4 月 11 日
4 月 12 日
4 月 15 日
4 月 19 日

4 月 22 日

4 月 25 日
5 月 7 日

5 月 15 日～ 16 日
5 月 23 日
6 月 10 日
9 月 27 日～ 29 日

11 月 2 日～ 4 日

ガイダンス　事前課題
スズキ本社訪問
授業スタート
コンセプトチェック会
⽩山ろく民族資料館視察
越野亮講義　AI 基礎
中間オンラインチェック・
アイデア確定
長⽥典子講義＆ワーク
ショップ　感性工学
原⽥則彦講義
オンラインチェック・
デザイン方向性決定

　　CMF 講習会
デザイン最終確認
最終プレゼン

AXIS ギャラリー展示

美大祭期間中に新校舎で
展示

デザイン科
インダストリアルデザイン専攻

制作モデル 原⽥則彦氏によるデモンストレーション AXIS ギャラリーでの展示 参加学生とスズキメンター
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　誰もが一度は、お菓子のパッケージにつられて思わ
ず手を伸ばし、購入した経験があるのではないだろう
か。商品のパッケージデザインは、売上を左右する重
要な要素の一つである。お菓子業界は、時代や社会の
変化に伴って消費者の嗜好が移り変わり、製品の入れ
替わりが激しい業界でもある。
2024 年度のプロジェクトでは、「金沢の文化」に着目
し、伝統と現代感覚を融合させた “ネオ和菓子 ”の開
発に取り組んだ。雛壇飾りに彩りを添える砂糖菓子「金
花糖」や、加賀藩が徳川家に氷を献上していた歴史に
由来する「氷室開き」など、地域に根ざした文化を手
がかりに、金沢らしさを表現する独自性を探求した。

［委託者名］

馬場化学工業株式会社 

［期間］

2024 年 4 月～ 2025 年 3 月

［研究体制］

プロジェクト型

［担当教員］

畝野　裕司　教授

［参加学生］

川合　理恭
大門　千隼
西村　菜子
三代　壮良

環境デザイン専攻 3年

環境デザイン専攻 3年

ホリスティックデザイン専攻2年

ホリスティックデザイン専攻2年

［開発日程］

2024 年

7 月 1 日
8月 22 日
10 月 21 日

11 月 13 日

11 月 28 日
12 月 16 日

2025 年

1 月 14 日

1月 22 日

2月 6日キックオフMTG
ZoomMTG
フラッシュアイデア発表
会 1
フラッシュアイデア発表
会 2
ラピットモデル確認 1
ラピットモデル確認 2

中間デザインプレゼン
テーション

和菓子の定義を問い直し、若い世代にも思わず手に
取ってもらえるような、美味しさと楽しさが伝わる新
たなスタイルを模索した。学生たちは、企画からネー
ミング、パッケージデザインに至るまで一貫して担当
し、地域文化を未来につなぐ新しい和菓子の可能性を
提案した。

最終プレゼン 最終プレゼン

デザイン科
ホリスティックデザイン専攻

178

ラピッドモデルのリアル
評価会
最終デザインプレゼン
テーション
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　サラヤと対馬市が取り組む「ブルーオーシャン対馬」
プロジェクトの一環として、金沢美術工芸大学デザイ
ン科では、今年度の「スタートデザイン」課題として

「海洋プラスチック問題にみんなで向き合うきっかけ
をつくるデザイン」に取り組んだ。8 チームが提案を
行い、サラヤと対馬市による協議の結果、「おとーしゃ
と想いの波」のデザインが採用された。8 月には対馬
市での視察体験ツアーに参加し、9 月以降、具体的な
デザイン制作を進めた。このプロジェクトの成果は、
2025 年 6 月 22 日～ 23 日に開催される大阪・関西万
博「ブルーオーシャンドーム」にて、プレゼンテーショ
ンおよびワークショップとして発表をおこなう予定。

［委託者名］

サラヤ株式会社　対馬市

［期間］

2024 年 4月～ 2025 年 3月

［研究体制］

プロジェクト型

［担当教員］

寺井　剛敏　教授

北村　賢哉　教授

［参加学生］

坂口　歩
武部　由季
朝倉　文子
中　亮光
神谷　門渡
桜井　萌華
西岡　千沙
古屋　和花
山﨑　陽葵

視覚デザイン専攻 4 年

視覚デザイン専攻 4 年

環境デザイン専攻 4 年

環境デザイン専攻 4 年

ホリスティックデザイン専攻 1 年

ホリスティックデザイン専攻 1 年

ホリスティックデザイン専攻 1 年

ホリスティックデザイン専攻 1 年

ホリスティックデザイン専攻 1 年

［開発日程］

2024 年

4 月 9 日

4 月 10 日

4 月 19 日

5 月 10 日

6 月 5 日

スタートデザイン事前確認
（美大施設）

スタートデザインオリエ
ンテーション

（サラヤ、対馬市より参加）

スタートデザインプレゼン
（サラヤ、対馬市より参加）

各チーム企画案 
A4 フォーマット送付、
社内で協議
6 班「おとーしゃと想い
の波」で決定！

今回の取り組みで提案された「おとーしゃ」のキャラ
クターが、対馬市が取り組む活動のシンボルとして今
後も展開が期待されている。

対馬の海岸の海洋ゴミ 対馬でのミーティング スタートデザイン スタートデザイン

デザイン科
ホリスティックデザイン専攻

デザイン科
ホリスティックデザイン専攻

177

8 月 20 日～ 22 日
10 月～ 12 月

2025 年

1 月～ 3 月

　対馬視察体験ツアー
企画検討、キャラクター
デザイン制作など

大阪・関西万博に向け
てデータ作成等
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　三菱電機株式会社との共同研究は、「中核都市にお
ける社会課題とその解決策」をテーマに、中核都市が
直面する課題を、将来を担う世代や人材の視点から可
視化し、地域住民や自治体と協働しながら解決策を検
討・協議することを目的としている。その舞台となる
のは金沢市で、学生たちは自らの視点で課題を抽出
し、独自の視点から解決策を可視化・提案する。授業
の中ではデザイン思考プロセスをベースにしたワーク
ショップを 4 回開催した。それぞれのフェーズにお
いてリサーチやフィールド調査、ペルソナの定義、イ
ンタビュー、アイデアのブラッシュアップ、プロトタ
イピング作成を繰り返す中で、金沢の交通、文化、教育、

［委託者名］

三菱電機株式会社

［期間］

2024 年 7月～ 2025 年 3月

［研究体制］

授業導入型

［担当教員］

入矢　真一　教授

［参加学生］

西山　誌織
石垣　為智
泉　泰平
稲葉　紀乃
畝野　遥
岡　璃雄
北山　愛理
加藤　更咲
川﨑　卓
川本　亜花
菊地　哉太
木村　環希
栗原　優佳

小島　静月
多田　千尋
戸塚　昴
西田　恵美里
福田　結菜
山西　優心

［開発日程］

2024 年

6 月～ 8 月

9 月 24 日
9 月～ 10 月
10 月 1 日

10 月 16 日

10 月 24 日

11 月 14 日

11 月 28 日
12 月 16 日～ 24 日

2025 年

2 月 20 日
2 月 20 日～ 28 日

観光、健康推進など、幅広いテーマに対する様々な手
法のソリューションが提案された。さらに、本年度は
金沢市の大学連携地域力創造プロジェクトと連携し、
金沢市のバックアップを受けることで調査内容の精度
を高めることが可能となり、よりリアリティのある提
案が可能となった。いくつかの提案については技術的
サポートを受けながら継続的に検討される予定で、実
証実験や社会実装に向けた計画が進行中である。

金沢市に流れる用水の魅力の再発信・活用

事前課題の発表 ソリューションアイデア発表 最終プレゼンテーション 金沢美大学内　成果物展示

デザイン科
インダストリアルデザイン専攻

大学院 デザイン専攻 2 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

事前準備と産官学連携の
調整
産官学キックオフ
事前リサーチ
WS1　事前課題共有

WS2　気づきの抽出、
ペルソナ設定
WS3　HMWQ と
アイデア展開
WS4　インタビューと
プロトタイピング
最終プレゼンテーション
　　　学内成果物展示

金沢市プレゼンテーション

金沢市役所第二本庁舎展示
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　東北レインボーハウスは 2011 年の東日本大震災で
家族を失った子どもたちの心のケアの拠り所として、
あしなが育英会が仙台、石巻、陸前高⽥の 3 箇所で
運営を行っている。
　この事業は製品デザイン専攻の有志の学生たちと三
⾕産業が 2016 年に「ものづくりワークショップ」を
石巻レインボーハウスで開催したことが始まりで、以
降毎年ワークショップを開催してきた。参加学生たち
は、ワークショップの全体プランの計画、準備、制作、
実施までを行っている。ワークショップは毎年新たな
内容を考え、今年度はレーザーカットのアクリルによ
る花と花器、名前キーホルダー、角材を染めて作った

［委託者名］

三谷産業株式会社

［期間］

2024 年 4 月 ～ 2025 年 3 月

［研究体制］

プロジェクト型

［担当教員］

安島　諭　　教授

［参加学生］

坂東　凜汰朗
亀田　あかり
山田　真由
泉　泰平
山西　優心
伊藤　はな
藤井　七星
三澤　仁実
道林　南美

大学院 デザイン専攻 1 年

製品デザイン専攻 4 年

製品デザイン専攻 4 年

製品デザイン専攻 3 年

製品デザイン専攻 3 年

環境デザイン専攻 3 年

環境デザイン専攻 3 年

インダストリアルデザイン専攻 2 年

インダストリアルデザイン専攻 2 年

［開発日程］

2024 年

4 月 23 日
5 月 16 日
5 月 30 日
6 月 5 日
6 月 13 日
6 月 24 日
7 月 4 日
7 月 16 日
7 月 26 日
7 月 27 日

7 月 28 日

キックオフミーティング
企画案調査報告会
企画案プレゼンテーション
企画案のフィードバック
実施案ミーティング
実施案実験
実施案ミーティング
実施案ミーティング
プレゼンテーション準備
仙台会場下見・
打ち合わせ
被災地視察

製作ミーティング・
制作開始
フライヤー送付
製作ミーティング
最終確認ミーティング
材料・説明書発送
ワークショップ開催

記念色紙の制作・送付

8 月 16 日

9 月 1 日
10 月 17 日
10 月 24 日
11 月 1 日
11 月 9 日

2025 年

2 月 3 日

スツールと、来年へのメッセージを入れるポストの制
作、3D プリンターで制作したミニカーに絵を書いて
走らせるワークショップを行った。この 5 つのワー
クショップは、子どもたち、保護者、ファシリテー
ターを参加者とし、それぞれが自由に制作物を作れる
ように、他の参加者の制作の様子を感じながら制作で
きるように、体育館の大きな空間に集めた形で開催し、
最後に全員が作った作品を集めて展示をおこなって、
ワークショップを終えた。

ワークショップ会場の様子（スツール制作） 3D プリントした車モデルに
オリジナルペイントをして走らせる

レーザーカットしたアクリルのパーツで花と花器を制作

NC で切り出したシナ合板のパーツを
自分で染色してスツールを制作

参加者各々が角材を染めて
みんなでメッセージポストを制作

デザイン科
インダストリアルデザイン専攻
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　「若者が自分たちの未来をデザインする」をテーマ
に地域の活力や財源が最大限発揮されるよう支援・活
動し、地域での SDGs の実践を目指す。2024 年 1 月
1 日に起きた令和 6 年能登半島地震の復興支援として
学生がデザインする能登半島の商品をふるさと納税
ポータルサイトなどで掲載。

［委託者名］

株式会社チェンジホールディングス

［期間］

2024 年 7月～ 2025 年 3月

［研究体制］

プロジェクト型

［担当教員］

樺島　脩　　講師

［参加学生］

大谷　周
艸田　一葉
山下　尋
外山　晴菜
三隅　玲那

大学院 デザイン専攻 1 年

視覚デザイン専攻 3 年

視覚デザイン専攻 3 年

視覚デザイン専攻 3 年

視覚デザイン専攻 3 年

久世酒造見学の様子

ハイディワイナリーの見学の様子 久世酒造 日本酒パッケージ のとのファクトリー ジャムパッケージ ハイディワイナリー ワインパッケージ

デザイン科
ホリスティックデザイン専攻

［開発日程］

2024 年

10 月 16 日
10 月 23 日
10 月 28 日
11 月 25 日
12 月 23 日

キックオフ
久世酒蔵　視察
ハイディワイナリー　視察
中間発表
プレゼン
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　本研究室の研究テーマの「アソビ」の根源に最も近
い “赤ちゃん “の感覚、興味、喜び、がどのようなも
のかの知見を、日本有数の育児用品総合メーカーのピ
ジョン社から得ることで、制作するグラフィックに入
れ込む要素の効果検証などを行って行きたいと考え
た。今回は学生からグラフィック作品を募集し、「美
術の基礎を学んだ学生の純粋な感性」と、「デザイン
の思考からくる考察と狙い」を赤ちゃんが評価するこ
とで、大人の思いもよらない気づきと面⽩さが発見で
きるのではないかと思い、制作をスタートする前に、
ピジョン社に講義をしていただき、取り組み方をイン
プットしてもらえたことで、闇雲に制作するのではな

［委託者名］

ピジョン株式会社

［期間］

2024 年 4 月～ 10 月

［研究体制］

プロジェクト型

［担当教員］

樺島　脩　　講師

［参加学生］

石木　二葉
出雲　涼菜
中尾　涼夏
 

［開発日程］

2024 年

7 月 23 日

8月 19 日
8月 30 日

ホリスティックデザイン専攻2年

ホリスティックデザイン専攻2年

ホリスティックデザイン専攻2年

オリエンテーション
概要、デザイン条件等説明
中間報告
プレゼンテーション

く、赤ちゃんについてそれぞれが理解し、赤ちゃんが
興味を持つためにはどうしたらいいか、検討できたと
思う。それぞれのアプローチが見られることを期待し、
2023 年 10 月に赤ちゃん審査を実施した。2024 年度
は選定されたグラフィックをピジョンの広報物や、製
品へ活用した。

配布されたポストカード 2023 年の審査の様子

作成したアニメーション

2023 年の審査の様子 Instagramイベントの様子

デザイン科
ホリスティックデザイン専攻
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　1950 年代、歴史的巨匠 Pierre Jeanneret（ピエール・
ジャンヌレ）が、インドのチャンディーガル都市計画
の際にデザインした家具シリーズ「プロジェクト・チャ
ンディーガル」のオマージュをステンレスの特性を生
かして製作したいという相談を富山県のステンレス加
工が得意な三秀工業株式会社から依頼を受け開発協力
を行った。オリジナルは、シンプルかつ実用的なデザ
インが特徴的で、特に V 字型の脚は、ピエール・ジャ
ンヌレの椅子の象徴である。見た目の美しさだけでな
く座り心地や使用する人の快適性を考慮して設計され
ている。また、材料にはチーク材や藤などの自然素材
が使用されており、現地での生産性にも配慮されてい

る。これらの思想を尊重し、椅子のデザインに取り組
んだ。ステンレスでは、座り心地が硬く冷たい印象を
与えてしまうため、人間工学的観点から背座の角度や
カーブを検討し直し、パンチング処理を行い冷たさの
軽減と重量の軽量化を実現した。構造的にもステンレ
スならではの加工や溶接技術を生かし、量産性を高め
るためにボルトの数を減らし、外観からは一切見えな
いように工夫し高いクオリティーを実現できた。表面
仕上は、ステンレス特有の処理を行い屋外でも使用で
きるようにした。今後、品揃えの展開や販売ルートの
検討を行っていく予定である。

［委託者名］

三秀工業株式会社

［期間］

2024 年 11 月～ 2025 年 3月

［研究体制］

プロフェッショナル型

［担当教員］

根来　貴成　教授

［開発日程］

2024 年

12 月 2 日

2025 年

1 月 14 日

2 月 10 日

2 月 27 日
3 月 26 日

三秀工業株式会社工場見
学、打ち合わせ

1 次試作図面完成、打ち
合わせ
1 次試作、現物プロトタ
イプ打ち合わせ
1 次試作修正図面提出
2 次試作、現物プロトタ
イプ打ち合わせ

デザイン科
インダストリアルデザイン専攻

背面のパンチングと脚部の高度な溶接 座面のパンチングと肘部の高度な溶接 人間工学を考慮したプロトタイプ試作屋外での使用の様子
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北陸銀行 金沢中央支店における作品展示

金沢大学との連携事業
能登復興支援　「のと　もっと！　あっと　けんとしょ！」

金沢大学との連携事業
能登復興支援　「のともっと　デッサン交流会」

A11

A09

A10

46

44

45

連 携 協 定 事 業
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＜金沢大学＞

三浦　要　　理事 (企画評価・地域共創・広報戦略担当)
　　　　　　　　　　　/ 副学長

大村　雅章　教授

江藤　望　　教授

［共催］

金沢大学社会共創推進部地域共創支援課

［参加学生］

＜金沢美術工芸大学＞

根本　数杜
山本　一葉
松田　有加

A10　能登地区の中高生と大学生が美術を通して交流する
機会として、のと里山空港ターミナルビルにある大学
コンソーシアム石川能登分室で、デッサンのワーク
ショップを開催した。
　能登各地から中学生 5名、高校生 11 名、計 16 名
が参加し、両大学の学生ボランティア 15 名からデッ
サンの解説や、制作する中で具体的なアドバイスを受
けた。初めてデッサンをする生徒が半分、経験したこ
とがある生徒が半分という、バラエティに富んだ参加
者で、学生からは個別に丁寧な声掛けが行われた。ま
た、学生もデモンストレーションとして一緒にデッサ
ンを行ったり、持参した学生の過去のデッサン作品な

［期間］

2024 年 12 月～ 2025 年 3 月

［体制］

プロジェクト型

［担当教員］

＜金沢美術工芸大学＞

寺井　剛敏　 教授

桑村　佐和子 教授

大森　啓　　 教授 日本画専攻 2年

油画専攻 2年

芸術学専攻 2年

笠井　麟太郎
熊崎　啓太
架谷　七海
兵藤　瑛美莉

＜金沢大学＞

蔵谷　保乃可
堂田　歩未
深井　乙斗把
藤原　さくら
井口　絢日
大杉　咲嘉
山本　夏未
角平　諭美

［開発日程］

2024 年

12 月中旬

2025 年

1 月中旬
2月 6日

2～ 3月
3月 26 日

油画専攻 1年

油画専攻 1年

油画専攻 1年

油画専攻 1年

学校教育学類 3年

学校教育学類 3年

学校教育学類 3年

学校教育学類 3年

学校教育学類 3年

学校教育学類 2年

学校教育学類 2年

学校教育学類 2年

両大学の教員間で相談を
開始

学生ボランティアの募集
金沢美大にて両大学の学生
と教職員での打ち合わせ
SNSを用いた意見交換
デッサン交流会の実施

ども併せて見せたりしながら、参加者にデッサンのコ
ツを伝え、参加者はそれに応えて熱心にデッサンに取
り組んでいた。学生同士についても、両大学の学生た
ちで事前にチラシの作成、モチーフや配付する説明資
料を相談し、当日の生徒への声掛けも協力して行われ、
それぞれの大学の強みを活かした交流が行われた。当
日は、デッサンという時間のかかる内容であったこと
もあり、参加者、ボランティア学生全体でゆっくりと
交流ができた。

能登各地から集まってくれた生徒と学生ボランティア

生徒は自分で選んだモチーフでデッサンに
挑戦。両大学の学生が一緒にアドバイス。

石膏デッサンに初めてチャレンジする生徒も。 デッサン用の鉛筆の削り方から学ぶ生徒。 学生が制作したポスター
（表面）

デザイン科
ホリスティックデザイン専攻

一般教育等

油画専攻

人間社会研究域学校教育系

人間社会研究域学校教育系

能
登
復
興
支
援
　「
の
と
も
っ
と
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」
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＜金沢大学＞

三浦　要　　理事 (企画評価・地域共創・広報戦略担当)
　　　　　　　　　　　/ 副学長

大村　雅章　教授

江藤　望　　教授

［協力］

金沢美術工芸大学事務局
金沢大学社会共創推進部地域共創支援課

［参加学生］

＜金沢美術工芸大学＞

本保　しおん
長沖　純
田中　菜々美

A09 　金沢美術工芸大学と金沢大学は、2024 年 1 月 1 日
に発生した能登半島地震で甚大な被害を受けた能登地
方に対して、連携してできることを模索し始めたが、
今回の被害はあまりに大きく、まずは私達が能登に対
して心を寄せていることをせめてもお伝えすることと
した。石川県立図書館のご協力も得て、旧暦の七夕で
ある 8月 10 日（土）に石川県立図書館を会場に、祈
りを込めた七夕飾りを作ることとした。金沢大学から
竹、笹が提供され、金沢美術工芸大学の学生団体「ワー
クショップ部ちきゅう」は石川県の形や、能登の祭り
のきりこ、七尾の和ろうそく、能登牛の形の短冊を作
り、独特な七夕飾りが出来上がった。500 名を超える

［期間］

2024 年 6 月～ 8 月

［研究体制］

プロジェクト型

［担当教員］

＜金沢美術工芸大学＞

寺井　剛敏　 教授

桑村　佐和子 教授

大森　啓　　 教授

油画専攻 3年

油画専攻 3年

芸術学専攻 2年

松田　有加
松岡　千冬
堀田　陽生
上野　香絵
三原　初子

＜金沢大学＞

安部　美有
岩間　純人
田中　蘭
竹中　萌
山本　透弥
井口　絢日
大杉　咲嘉
山本　夏未

［開発日程］

2024 年

6 月上旬～
6月下旬

7月上旬
7月 17 日
8月 9日

8月 10 日

8月 14 日

金沢大学で竹、笹の準備
9:30 ～ 16:00
イベント実施
石川県立図書館から笹等
を回収

芸術学専攻 2年

油画専攻 2年

ホリスティックデザイン専攻2年

ホリスティックデザイン専攻2年

芸術学専攻 1年

学校教育学類 4年

学校教育学類 4年

学校教育学類 4年

地域創造学類 4年

数物科学類 2年

学校教育学類 2年

学校教育学類 2年

学校教育学類 2年

両大学で協議を開始
「ワークショップ部ちきゅ
う」に協力要請
両大学で学生を中心に企画
石川県立図書館との相談
金沢美大で事前準備
（能登パズルの仕上げ、缶バッチ
の制作）

参加者の思いを込めた七夕飾りは 13 日までそのまま
飾られた。
　当日は学生たちが作った能登の市町のことを知って
もらうパズルで子どもたちに遊んでもらったり、会場
を訪れた能登出身の方たちに能登のことを教えても
らったりした。また、金沢大学の学生による夏休みの
宿題相談コーナーも開設された。さらに、参加者に記
念缶バッチを差し上げるとともに、募金への協力を求
め、県立図書館を通じて能登半島復興義援金として届
けた。

学生が制作したポスター

祈りを込めて

能登のことを知ってもらうためのパズル

デザイン科
ホリスティックデザイン専攻

一般教育等

油画専攻

人間社会研究域学校教育系

人間社会研究域学校教育系

能
登
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興
支
援
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A11
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金
沢
中
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支
店
に
お
け
る
作
品
展
示

　本企画は本学と北陸銀行の連携協力に関する協定に
基づき、学生の研究成果発表の場を提供するととも
に、文化芸術を地域社会に発信する機会とするもので
ある。
　銀行内の応接室や会議室などに本学大学院修士課程
絵画専攻学生の作品を展示することで職場環境に潤い
を与えるとともに、行員はもとより来客等にも絵画を
鑑賞する場を提供し、芸術による豊かな空間を創出し
ている。

［委託者名］

株式会社　北陸銀行　金沢中央支店

［期間］

2024 年 11 月～ 2025 年 11 月

［研究体制］

プロジェクト型

［担当教員］

松崎　十朗　教授
三浦　賢治　教授

［参加学生］

大塚　光子
崔　由依子
松﨑　瑞歩
小村　かのこ

大学院 絵画専攻１年

大学院 絵画専攻１年

大学院 絵画専攻１年

大学院 絵画専攻１年

大塚　光子　「よるの石引交差点」 崔　由依子　「春、待つ」

作品展示作業

松崎　瑞歩　「水飲み場」 小村 かのこ　「風」

美術科 日本画専攻

美術科 油画専攻
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